
















































































































































































































の両立可能な地平は、フィセリングが指し示す Law of Nature の秩序、あるいは System of 













うあり。元は A Method of the New Logicにして、英国の John Stuart Mill なる人の発明せし
ところなり。其の著す所の書籍は System of Logic とて随分大部なるものなり。これより
学域大いに改革し、終に盛むなるに及べり、其の改革の法たる如何となれば、inductionな
るあり。」「さて induction 即ち帰納の法は、（中略）真理を其の小なる所より悉く事につい




































































































































































































































































































































２００６年、６３頁（A. Gordon, A Modern History of Japan from Tokugawa Times to the present, Oxford 
University press, ２００３, p３２）。
１３）同書、８２頁。
１４）トマス・C・スミス著／大島真理夫訳『日本社会史における伝統と創造─工業化の内在的諸要因
１７５０－１９２０』増補版、ミネルヴァ書房、２００２年、１７８頁（T. C. Smith, Native Sources of Japanese 
































４２）樋口雄彦、前掲書、９４頁。なお中村正直訳『西国立志編』、明治４年（S. Smiles, Self-Help with 
Illustrations of Character and Conduct, １８５８）も参照。
４３）同書、９５頁。
４４）同書、６６頁。
４５）『全集』第二巻、４６２頁以下。
４６）同上、４６２頁以下。
４７）樋口雄彦、前掲書、１４７－１５５頁。
４８）沼津市明治史料館編『神に仕えたサムライたち─静岡県移住旧幕臣とキリスト教』、同館発行、
１９９７年。
４９）樋口雄彦、前掲書、１５６－１６０頁。
５０）『全集』第一巻、２９６頁、「復某氏書」。
５１）同書、２９９頁。
５２）同書、３０７頁。
５３）『全集』第一巻、４９３頁、「教門論」。
５４）大久保正健「理神論の系譜」、鎌井敏和他編『イギリス思想の流れ─宗教・哲学・科学を中心
として』、北樹出版、２００１年、７６頁、８３頁。
５５）藤井清久「一八世紀ユニテリアンの教育理念─J.プリーストリとマンチェスター知識人の教養
教育論」、吉本英之他著『科学と国家と宗教』、平凡社、１９９５年、９１頁。
５６）『全集』第四巻、６０１頁、「解説」。
５７）『全集』第二巻、５０９頁以下、「育英舎則」を参照。なお梅田淳 「一九世紀イギリスにおける紳
士教育と科学─W.ヒューエルを中心に」、吉本英之他著 『科学と国家と宗教』も参照。
キーワード　武士知識人　朱子学（儒学）　哲学　自然法　関係性　啓蒙の理性
　　　　　　能力主義　科学革命　帰納法　プロテスタンティズム
（UNO Mieko）
